
　　　垂直速度の簡便算出法

卜α・（鉛，／研の算出表
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（注）　1．小数点以下の数値はすべて四捨五入．

　　　2．∠Sは相対風速CTの方向に5×105mとする．

　　　3．∠Tは∠S上の温度差．

　おわりに，この論文作成に当って有効なご批判とご討

論をいただいた仁科予報課長および毛利・有住の両先輩

に厚く感謝します．
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